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　油性絶縁ワニスとして最も用途の多い，W－25及W－28の両種を，柑当部厚の基材に

含浸して，高周波加熱により乾燥した結果について報告するQドーク予熱，ゴム加硫，

ヴィニール接藩等に比すれば，はるかに長時間を要するワ凝ス乾燥に，高価な高周波電

力を使用する事は，一般的意嚢には乏しいのであるが，特に表両乾燥に比し内部乾燥が

重視される富合と，ワニス類の乾燥進度を溶剤蒸発の立場より考察する事，を本研究の

主な対i象と為している。後者について欝えば，ソルベント成：分の蒸発温度は可なりまち

まちで，大休60乃至150。C位に拡がって居り，而も重合作用に対して，ソルベントの存

在は有害と考えられる故α），絶縁ワニス処理物の絶縁性能を支配する有力な一要素とし

て，職工（加熱）手段が問題となる訳である。ワニス類の組成の複雑二二に秘匿性と，

測定用器具類の不備の為，厳密に定量的関係を指示する事は二二であるが，高周波力1熱

の特徴は略と掴握し得たと信じ，大方の御批判を乞う次第である○なお実験は熱気乾燥

と並行して行われているが，温度測定が困難故比較検討には注意を要する○

　　　　　　　　　　　　　　翼．試料及測定器具

　使用せるワニス類はW－28（菅原電気製）並にW－25（寺岡製作所製）の二種類であ

る。W－28はアマエ油が主成分で，比較的薄物に使駕する様である。　W－25は桐油を主

　　60
　　　　　　君

㎜｝�J7

7 門　静一一．・：｝登／「i）…一列・考睡一一一コイレ（2）…列

6 猛一イ磁見
・’』

X…一麟一…1鶯た驚珊蕪「鰐@一r一一　＝警瓢7際　．　　　　．卑．．　瓢㌘一㌘r‘』』慌一ニニ＝＝T、

”鷹肋　雛認・ B、

1　　　　　　　　　　　　　ノ

　　馳　一多。』」

　　　　　　　　　　　　　　纂　　1　　幽

成分とし，アマ瓢湘，荏油を少量混じ，更に天然樹脂以外に石炭酸樹脂も含有し，其他

ギルソナイト，微量の乾燥剤等により組成されている。各成分の比率，溶剤の組威は審
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に為得ない。i基材にはブラックテープ用綿布を入手し使鷺した○発振器は5乃至15澱C

で略qKW程渡のもので，　TC－5∬（露電）を二本使用している。検流計は感渡3．5

×想簡アンペアで，回路並に測定電極はリーク電流除去に開して充分注意したQ実験

を行う場合の主な試料砿，重ね試料とモデルコイルであるが，構造寸法は第1図に示し

た講ね二野揃言聯葡蹴とした・モデル霜ルでは沖・螂窟プ湘穐殊な

るDCC線の線輪との簡は，綿布テープで約6粍程度の厚さに巻き，外側は半掛1乃至

3回巻き程度である。DCC線の縁輪は中央でピッチ（3粍）程度離れた2ケの線輪よ
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り哉立ってるる。温度測定はア

ルコール温慶計を使用し，夫々

の場合につき適当に推定した。

例えばシャーレーの場合では，

ソルベン1・が蒸発して粘調とな

ってからは厚み，電界強度，周

囲条下等により一定温度を保持する様調整し鵡，重ね試料では，温度計先端を被覆して

．測定せる表面温度で試料㊧温度を代表せしめたQこの場合内部温度の大体の推定を為す

べく，第2図の如き模型晶を作製し内部三度と表面温度を実測した。モデルコイルの揚

合は第3図の如き温度分布が考えられるので，心棒の銅パイプ中に二度計を挿入せる際

の温度を以て，モデルコイルの温度を代表せしめた。

監膜の乾燥
　不揮発物43箔のワエスを厚さ一粍程度の鉄板上に流し，余滴を切って乾燥した。膜厚

は高周波力口熱（Hrで示す）でも．乾燥器（Haで示す）でも，　W－28では0．5～エ．　O粍，

W－25では0．5～1．5粍位で，何れも揚所により不同であるがW－28の方が幾分均一であ

る。加熱方法で比較すれば，Hrでは厚い部分より乾燥し出し，　Haでは薄い部分が早く

乾く。Hrの搬は粗いのに反しH、では網状に細い。叉H．の場合，　W一矯はW一一28に比

し椙当乾燥困難である。結局薄い塗膜の乾燥には高周波加熱は不適当で，赤外線乾燥（2）

の方がはるかに有利であろうQ

w．シャーレー内の乾燥

　シャーレー内に庵心のリング状電極（3）を配置し，W－28を満して加i熱し，絶縁抵抗と

質量を測定せる結果を第4翻に示す。雲線は鼠a，点線はHrである。破線の位麗は皮膜

生成の認められた時刻である。第4図より次の如き考察が可能と思われる。ソルベント
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蒸発の傾向より，HrとHaの相対的温慶関係に1ま，乾燥後期に至るまで著しい変化は無

く，概してHrの方が残留ソルベントは少い。絶縁抵抗は初期においてはソルベントの

蒸発程度に支配される様であるが，

結局は表颪よりの酸化重合の進度に

より増大する。後の理由によりアマ

ニ油を主成分としたワニスの乾燥に

は，Hrの如き温度分布は不適であ

ると考えられる㈹。然乍らソルベン

トの蒸発にはこの温度分布が有利な

のであろう。由って以後の実験は桐

漁を主成分としたW－25のみについ
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て行った。W－25は誘電国損がW－28に比して小い故，膠様シャーレー申ではしばしば

放電の危険がある。従ってリング電極を外して加熱した所，H．の場合はHaに比して，

ソルベンi・蒸i発は早く，表三酸化膜の生悟はおくれるという結果を得た。

　　　　　　　　　　　　　V．重ね試料の乾燥（5）

　綿布15枚宛重ねた試料を，H・とH。夫々4組宛作製し，含浸前の予熱も，　H・の組は

高周波で，Haの組は乾燥器中で加熱した。含浸は前後今回不揮発物34％と43％の脚一25

中で行った。温度其他の条件は第1表に示してある。乾燥物期では30分毎に，後には1

　　　　　　　　　　　　　　第宝表　童ね試料の含浸
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ワニスの不揮発物（％）

引上直後の含浸童（9「・）

乾燥　温　度　（。C）

乾　燥　時　聞　（時）

含　　浸　　量　（gr・）
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時闇毎に絶縁抵抗（厚み方向）を測定したが，亘．の方が幾分乾燥が速いという程度で

大差はない。次にこの試料に第2回の含浸をして乾燥すると乾燥曲線では大盤は認めら

れぬが・綿布を琳：三二しジ絶縁三三測定した結果H・とH・とで第5図の如き顕

薯な差異が認められた。圏では三度をパラメーターとして剥離枚数と絶縁抵抗の関孫を

示して居り，点線は王｛r実線はHaの揚合である。叉第1表より第1回含浸後では，　Ha

とH．とで含浸量の差は認められぬが，第2回含浸後ではH．の含浸量の方が多い。この原
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因が予熱にあるか乾燥経過にあるかは判然としない。しかし之等の事実は，剥離の際の

所要張力や1枚毎のピンホールの観察からも漏齢1来る。H・の絶縁抵抗曲線で下端が

　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急に落ちて居るものがあ
　10紅
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い偏りに比すれば，内部乾燥が栢当改善されたというべきであろう。第5図で，枚数2

の位置と5の位置で切って得られる曲線を第7図に示した。点線はH．実線はHaの丁合

である。温度測定の点より，艮とHaのデータを直接比較する事は勿論不可であるが，
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るのは金属板の冷却作用

に由る。乾燥後の厚さは

何れも6．5～7粍であっ

た。：又加熱時開がこの程

度ならば剥離に際して不

都合は無い。第6図は

HrとHaの場合の，表面

よりの各層の絶縁抵抗の

分担劉合を，酒分率で比

較した一例である。Hr

の丁合でも勿論表面程乾

いているが，Haの署し
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各々の傾向を比較することは可能であろう。H．では三二上昇に伴う1（2）と（5）の

両曲線の闇隔が略セ等しい故，比較的表面に近い販でも，中心部以下においても温度

上昇に伴う絶縁抵抗の増加率が略ζ不変といえよう。他：方Haでは，両曲線の聞隔は，

温度上昇に伴い拡がる傾向にある故，混度上昇による絶縁抵抗の増加率が心郵程小さく

なり，従って温度を或る程度以上高めても，内部乾燥にはそれ程鋤果は無いわけである。
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即ちHrの揚合は，内部における熱的乾燥（酸化重合，熱重合の何れにせよ）が殆んど

出物（例えばソルベント残留物）にも妨害されぬの詑こ反して，H、では深擁程かエる妨

害が甚しく，従って温度を高める程深度による乾燥度の蓮が大きくなると考えられる。

蔦の理由としては，Hrの一合はその温度分布と大なる熱供給牽度からして，溶剤は表

面へ移動する傾肉が強く，依ってHaの場合の如く，表両に溶剤が不足勝となり皮張等

を生じ，表面乾燥後内部に少量溶剤が残るという様な不都合が無い事が考えられる。

W．モデルコイルでの比較

　モデルコイルを各2ケ宛HrとHaの組に分け前後2回の含浸を行った。結果は第2表

に示してある。この男験でも第1回含浸では大差なく・耐湿試験における予期の結果は

　　　　　　　　　　　　　第2表　モブル質イルの含浸

＿豊エ』L二十亙1．＝＝＿＿璽一回忌コ三1三且

墾　熱　測塑櫨隔周波擁燥鰻1高嶺

壼歪五平L鐘＿．凱」∴L＿∵’1
　　　　　　　　　　　　　　＊　含浸後一晩脳病

得られなかったが，第2園含浸

の結果第8図を得たQ図で笑線

はHa点線はHrの紫合である。

吸水試験では，乾燥せるモデル

コイルに端部を余して綿布を巻

きつけ，上部より蒸溜水を滴下

し，一定時闇後綿布を外して表

面を拭って測定する様にした○

コイル相：互間の絶縁抵抗低下に

よる裏面耐湿性の比較では，加

i熱方法による差異は殆んど認め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　4　6　8　【01214　｝6102022四二㎝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓　　水　　時　　繍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　8　　図

られぬが，表函1回巻と2～3回巻とでは区別し得る。しかし心捧とコイル闇の絶縁抵抗

低下曲線では，H．とHaとで相当な差異が認められ，これより内部乾燥は高周波加熱の

方が進んでいると言える。モデルコイルの高周波加熱で注意すべき点は，温度上昇が早

　　、一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝二劣㌧｝32’（二
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急に遜ぎると，端部よリワニスが流出し，極端な場合は巣が所々に出来る事がある。第
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドひ

2表でH．の含浸量がH：aのそれより若干少いのは，少量の流出によるものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　預．結　　　　言
藝些1二∴二’．〕∫．一』『馳

　油ワニスの高周波加熱に関しては，従来殆んど差が認められぬという説が多かった

が，桐油を主成分とせるW－25に麗する筆者の実験によれば，温度分布の点からして

も含浸量の多い厚物では滴周灘江熱の特徴瞬旨摘される．熱重合性の強い原材料を

使用した三三ワニス類（例えばサーモセットワニス（6））に対しては，一層の効果が期待

される。本研究に使解した送馬管TC－517は本学白川教授の御斡旋により，日本電気

西尾博士より拝借中の晶であり，W－25号ワ轟スは寺岡製作所の根本工場長より提供を

受けた。又東京工大斎藤幸男教授より終始御指導を戴いたQ記し七深謝する次第であ

る。
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　　When　dryi且g　oil　varnishes　fo頁nsulatiop，　for　e冬ample　W－25（containi纂g

more亡ha践15％tung　oi孟），段re血ea宅ed至皿the　drying　ove亘，　there　are吊

　｝arge　d至fferences　betwee塁po夏ymerisation　degrees　at　the　surface　a豊d　inner

　parts．

　　The　ratio　of　polymerisa雛on　degree　at乞he　surface　to　in丑ef　one　iRcreases

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
wi｛，h愈he　r董se　of　heat　tenユper説ure　iP　the　r孤ge　ofユ10－140。C．　From

experiment◎n　the　curin9◎f乞h呈ck　pieces　soaked童n（ie君se　varnishes（m◎re
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  than 40%/ fixed) by radio heating, it h'as been ascertained to be able to

  decrease considerably the above mentioRed differences and to keep the

  ratio fairly constant regardless of heat temperature. It seems that

  principal accounts Qn the results are du.e to suitable temperature

  distributions and speedy supPlying of heat f6r evaporation of solven±s. In

 conc!usion, the radio heating is superier to al} other methods on drying

 inner parts 6f oil varnishes for insulation. Many of pieces used in the

 experiment are cottons in layers and mode} coils. '

'


